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石川県立総合看護専門学校 中期経営目標 

（実施期間 令和５年度～令和９年度） 

令和５年３月 策定 

 

１ 施設の設置目的 

近年の医療の高度化・専門化に対応し、教育水準の向上と創意工夫のある教育の追究

を図りながら、確かな知識、技術と豊かな人間性を合わせもち、生涯にわたり成長し

続ける力を備えた看護職の育成を図ることを目的としています。 

  

２ 施設の果たすべき役割 

保健師助産師看護師法に定められた看護師、准看護師の養成施設であり、学校教育法

に基づく専修学校であって、県立の看護職の養成施設として明日の県民の医療を担い、

あらゆる看護現場で適応できる優れた実践能力のある看護職を養成しています。 

また、看護職を目指す者が働きながら学べる県内唯一の定時制校として、仕事と学業

が両立できるよう支援し、幅広い年齢層の人たちを受け入れています。 

 

３ 事業内容 

高校卒業生以上の方を看護師に養成する第二看護学科、准看護師を看護師に養成する

第三看護学科、准看護師を養成する准看護学科の三学科を運営しています。 

 

課程、学科、修業年限及び定員 

課程 学科 
修業 

年限 

入学 

定員 

授業料 

（年額） 
受験資格 備考 

専門課程 第二看護学科 ４年 ４５名 ７２千円 
高等学校卒業程

度以上 

昼間部の

定時制 

〃 第三看護学科 ３年 ４０名 ６６千円 
准看護師資格を

持つ者 
〃 

高等課程 准看護学科 ２年 １２０名 ５４千円 
中学校卒業程度

以上 
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学生数（令和４年４月１０日現在）                              （単位：人） 

学年 

学科 
１年 ２年 ３年 ４年 計 

第二看護学科 ４４ ３６ ４１ ２５ １４６ 

第三看護学科 １０ １９ １４  ４３ 

准看護学科 ２８ １８   ４６ 

計 ８２ ７３ ５５ ２５ ２３５ 

 

４ 現状と課題 

（１） 実践能力の高い看護職の養成について 

・医療の高度化・専門化に対応するため、令和２年１０月に「看護師等養成所の運営 

に関する指導ガイドライン」が一部改正され、これを踏まえた看護基礎教育の実践 

が求められています。 

・今日の看護現場は、病院、診療所だけでなく、訪問看護、デイケア、地域看護など、 

多種多様となっており、看護職は多方面での看護活動が求められています。このよ 

うな看護現場に適応できる看護職を養成していくことが重要となっています。 

・看護師国家試験合格率、准看護師資格試験合格率は近年ほぼ１００％となっている 

とともに、進学者を除く就職率についても９０％以上となっています。今後も、こ 

うした高い合格率及び就職率を維持・向上していく必要があります。 

・教員にあっては、社会情勢や医療構造改革の状況、看護教育の動向などを展望する 

力を求められており、教員の質の一層の向上を図る必要があります。 

 

（２） 施設運営の効率化について 

・学生に安全で良好な学習環境を提供するとともに、校舎の管理点検業務等の外部委 

託による経費節減等にも取り組んできたところであり、今後とも、効率的な施設運 

営に努めていくこととしています。 
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５ 中期経営目標 

（１） 中期経営目標 

 

 

 

 

６ 目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１）実践能力の高い看護職の養成について 

・近年の医療・看護の進歩に対応し、学生に実践的な能力を習得させるため、当校に 

整備されているトレーニングモデルなどの実習器材を有効に活用し、授業内容の充 

実を図るとともに、器材の操作等に係る教員の指導技術を強化します。 

・医療福祉制度の変化及び社会のニーズの多様化に応じ、訪問看護、デイケア、保健 

所、地域包括支援センターなど、多様な臨地実習受け入れ先を確保するとともに、 

臨地実習指導体制の充実に努めます。 

・最新の医療・看護技術に関する教材・図書等の整備に努め、学生の学習環境を整え 

学生を支援します。 

  ・学生からのメンタルヘルスに関する相談に応じられるよう、カウンセラーを配置 

し、学業継続を側面から支援します。 

・進路・就職指導に際して、情報を広く学生に提供し、幅広い機関への就業を支援す 

ることにより就職率の向上を図ります。 

・看護教員養成講習会や看護教員継続研修に教員を派遣するとともに、各種学会や専 

門研修等への積極的な参加を促し、教員の質の向上を図ります。また、教員を実習 

病院へ派遣し、最新の医療・看護技術の習得に努めさせます。 

・看護師等養成所の教育活動に関する自己評価指針に基づく自己点検・自己評価を実 

施し、その結果を教育活動の改善に活用します。 

 

① 社会から求められる実践能力の高い看護職の養成に努めます。 

② 最近の医療・看護・看護基礎教育の動向に対応した学習環境を整えるとともに、

学生への支援体制の充実を図ります。 
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参考資料 

１ 入学者、卒業者等の状況 

(１)利用指標（利用人数、稼働率などの状況） 

①第二看護学科 

②第三看護学科 

 

指標 R１ R２ R３ 

入学者の状況 

入学定員 ４５ ４５ ４５ 

出願者数 １２８ １６２ １４８ 

受験者数 ① １２４ １５４ １４２ 

合格者数 ② ６７ ８１ ８７ 

倍率 ①／② １．８５ １．９０ １．６３ 

入学者数（１年生） ３２ ４５ ４０ 

年度当初の学生数 

（留学生を含む） 

１年生 ３３ ４７ ４２ 

２年生 ３９ ３０ ４３ 

３年生 ４０ ４１ ２９ 

４年生 ３８ ３５ ３７ 

卒業者の進路 

卒業者数 Ａ 

R２ 

３月 

R３ 

３月 

R４ 

３月 

３８ ３５ ３７ 

卒業者数 Ｂ ３８ ３４ ３５ 

就職率（％）Ｂ/Ａ １００％ ９７．１％ ９４．６％ 

年度当初の学生数合計 １５０ １５３ １５１ 

授業料収入（＠年間７２千円／人） １０，５１２ １０，４０４ １１，０３８ 

 

指標 R１ R２ R３ 

入学者の状況 

入学定員 ４０ ４０ ４０ 

出願者数 ２３ ３２ １７ 

受験者数 ① ２２ ３１ １５ 

合格者数 ② １５ ２２ ９ 

倍率 ①／② １．４７ １．４１ １．６７ 

入学者数（１年生） １５ ２０ ９ 

年度当初の学生数 

（留学生を含む） 

１年生 １６ ２０ １０ 

２年生 ３１ １７ １９ 

３年生 ３１ ３０ １４ 

卒業者の進路 

卒業者数 Ａ 

R２ 

３月 

R３ 

３月 

R４ 

３月 

２９ ２８ １５ 

卒業者数 Ｂ ２９ ２８ １４ 

就職率（％）Ｂ/Ａ １００％ １００％ ９３．３％ 

年度当初の学生数合計 ７８ ６７ ４３ 

授業料収入（＠年間６６千円／人） ５，０５５ ４，３３４ ２，８３８ 
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③准看護学科 

指標 R１ R２ R３ 

入学者の状況 

入学定員 １２０ １２０ １２０ 

出願者数 ６３ ５６ ６４ 

受験者数 ① ５３ ５２ ６０ 

合格者数 ② ３２ ３４ ４７ 

倍率 ①／② １．６６ １．５３ １．２８ 

入学者数（１年生） ２７ １８ ２５ 

年度当初の学生数 

（留学生を含む） 

１年生 ３１ ２０ ２５ 

２年生 １９ １８ ９ 

卒業者の進路 

卒業者数 Ａ 

R２ 

３月 

R３ 

３月 

R４ 

３月 

１８ １７ ８ 

卒業者数 Ｂ １４ １５ ５ 

就職率（％）Ｂ/Ａ ７７．８％ ８８．２％ ６２．５％ 

年度当初の学生数合計 ５０ ３８ ３４ 

授業料収入（＠年間５４千円／人） ２，３８５ １，６７４ １，５７５ 

  
■３学科合計 

指標 R１ R２ R３ 

入学者の状況 

入学定員 ２０５ ２０５ ２０５ 

出願者数 ２１４ ２５０ ２２９ 

受験者数 ① １９９ ２３７ ２１７ 

合格者数 ② １１４ １３７ １４３ 

倍率 ①／② １．７５ １．７３ １．５２ 

入学者数（１年生） ７４ ８３ ７４ 

年度当初の学生数 

（留学生を含む） 

１年生 ８０ ８７ ７７ 

２年生 ８９ ６５ ７１ 

３年生 ７１ ７１ ４３ 

４年生 ３８ ３５ ３７ 

卒業者の進路 

卒業者数 Ａ 

R２ 

３月 

R３ 

３月 

R４ 

３月 

８５ ８０ ６０ 

卒業者数 Ｂ ８１ ７７ ５４ 

就職率（％）Ｂ/Ａ ９５．３％ ９６．３％ ９０％ 

年度当初の学生数合計 ２７８ ２５８ ２２８ 

授業料収入（学校全体） １７，９５２ １６，４１２ １５，４５１ 
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２ 収支の状況                                          （単位：千円） 

 R１ R２ R３ 

歳出 

職員費 ２３５，９１６ ２４８，０８３ ２２７，３９０ 

講師謝金等費 １４，２７０ １１，９５３ １１，５２９ 

庁舎維持管理費等 ２５，９４１ ２３，５２８ ２６，６２９ 

病院実習委託料 ４，１０４ １，４３８ １，３１８ 

計 ２８０，２３１ ２８５，００２ ２６６，８６６ 

歳入 

一般財源 ２００，９１０ ２１４，３５８ １９２，３６６ 

使用料及び手数料 １９，０３４ １７，４１０ １６，６８３ 

（授業料） （１７，９５２） （１６，４１２） （１５，６５８） 

（受講手数料） （１，０８２） （９９８） （１，０２５） 

財産収入（自販機設置） ２３４ ２３４ ２３４ 

諸収入 ６０，０５３ ５３，０００ ５７，５８３ 

計 ２８０，２３１ ２８５，００２ ２６６，８６６ 

 

３ 利用者１人あたりの一般財源投入額 

 R１ R２ R３ 

一般財源投入額（千円） ① ２００，９１０ ２１４，３５８ １９２，３６６ 

利用者（学生）数（人） ② ２７８ ２５８ ２２８ 

利用者１人あたりの一般税源投入額（円）

①÷② 
７２２，６９８ ８３０，８４５ ８４３，７１１ 

 


